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は
じ
め
に

　

城
崎
文
芸
館
が
所
蔵
す
る
齋
藤
畸
庵
関
係
資
料
一
式
（
一
七
七
点
、
以
下
こ
の
一
式

を
「
本
資
料
」
と
称
す
）
は
、
齋
藤
畸
庵
の
生
家
で
あ
る
伊
勢
屋
旅
館
の
ご
子
孫
が
平
成

一
七
年
に
同
館
に
寄
贈
し
た
も
の
で
、令
和
六
年
度
夏
期
に
当
館
が
開
催
し
た
企
画
展「
齋

藤
畸
庵
―
城
崎
の
画
家
が
夢
見
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
」
に
て
出
品
さ
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
企

画
展
を
担
当
し
た
が
、
同
展
開
催
時
点
で
は
調
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
数
点
を
個
別

に
解
説
す
る
に
と
ど
ま
り
、
本
資
料
全
体
の
意
義
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
齋
藤
畸
庵
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
、
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
追
加
情
報
を
提
示
し
た
い
。

　
　

一
、
齋
藤
畸
庵
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
齋
藤
畸
庵
（
一
八
〇
五
～
八
三
）
の
生
涯
に
つ
い
て
、
本
稿
に
関
わ
る
事
柄
を

中
心
に
述
べ
る
。
畸
庵
は
城
崎
の
伊
勢
屋
旅
館
に
生
ま
れ
、名
は
淳
（
醇
）、字
は
仲
淳
（
仲

醇
）
と
い
っ
た
。
幼
い
こ
ろ
に
耳
を
患
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
詩
や
画
に
心
を
寄
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、城
崎
に
湯
治
に
訪
れ
た
梅
辻
春
樵
に
詩
を
学
ん
だ
。
画
の
方
は
、

自
著
『
畸
庵
翁
薄
游
漫
載
』（
一
九
一
三
年
刊
）
に
自
ら
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
弱

冠
に
し
て
京
都
の
中
林
竹
洞
に
学
ん
だ
と
い
う
。
た
だ
し
竹
洞
周
辺
を
は
じ
め
京
都
に
お

け
る
畸
庵
の
足
跡
を
示
す
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
画
業
の
初
期
は
「
奇
菴
」
の
号
を
用

い
た
が
、
四
〇
代
頃
か
ら
「
畸
庵
」
の
号
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
現
存
作
品
に
よ
り
、

「
奇
菴
」
と
号
す
る
時
期
、
つ
ま
り
四
〇
代
以
前
に
四
国
へ
遊
歴
し
た
こ
と
、
先
述
の
『
畸

庵
翁
薄
游
漫
載
』
等
に
よ
り
、
嘉
永
六
～
安
政
五
年
（
一
八
五
三
～
五
八
、
畸
庵
四
九
～

五
四
歳
）
頃
に
九
州
へ
遊
歴
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
帰
郷
後
は
地
元
で
あ
る
但
馬
や
、

隣
接
す
る
丹
後
に
て
寺
院
の
障
壁
画
等
を
制
作
し
た
。
明
治
を
迎
え
、
七
一
歳
で
東
京
へ

拠
点
を
移
し
、《
青
緑
耶
馬
渓
真
景
図
》（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
を
皇
室
に
献
上
す
る

な
ど
、
七
九
歳
で
没
す
る
ま
で
精
力
的
に
活
動
し
た
。
そ
の
墓
は
東
京
の
谷
中
墓
地
に
あ

り
、
次
男
で
あ
り
画
家
の
齋
藤
民
次
郎
（
号
秉
堂
）
の
墓
が
傍
ら
に
あ
っ
た
と
い
う（

１
）。

一

方
、
畸
庵
の
生
家
で
あ
る
城
崎
の
伊
勢
屋
は
、
終
戦
後
ま
で
旅
館
業
を
続
け
た
が
、
現
在

は
す
で
に
閉
業
し
て
い
る
。

　

畸
庵
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
淡
窓
、
鉄
翁
祖
門
、
三
浦
梧
門
、
江
馬
天
江
、

広
瀬
旭
荘
、
草
場
佩
川
、
大
沼
枕
山
、
小
野
湖
山
、
薄
井
小
蓮
と
い
っ
た
同
時
代
の
著
名

人
の
名
が
畸
庵
没
後
の
諸
文
献
に
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の（

２
）、

交
流
し
た
時
期
や
親
交

の
深
さ
は
不
詳
で
あ
る
。

【
研
究
ノ
ー
ト
】
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二
、
本
資
料
の
来
歴
と
内
容

　

本
資
料
は
伊
勢
屋
旅
館
の
ご
子
孫
か
ら
城
崎
文

芸
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
同
家

に
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
東
京
の
畸
庵
の

子
孫
と
み
ら
れ
る
家
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
。

　

そ
の
内
訳
は
、
作
者
の
特
定
に
至
ら
な
か
っ
た

も
の
も
含
め
、
本
稿
末
尾
の
リ
ス
ト
に
ま
と
め
た

と
お
り
で
あ
る
。
な
お
筆
者
が
調
査
し
た
時
点
で
、

封
入
も
し
く
は
巻
き
取
り
の
か
た
ち
で
一
二
点
の

ま
と
ま
り
に
分
か
れ
て
い
た
た
め
、
調
査
し
た
順

に
こ
の
分
類
を
①
～
⑫
の
数
字
で
表
し
、
さ
ら
に

各
分
類
の
な
か
で
上
か
ら
順
に
１
～
の
数
字
を
割

り
振
っ
た
（
リ
ス
ト
上
の
「
旧
分
類
」）。
た
だ
し

こ
の
時
点
で
、こ
の
分
類
は
当
初
の
状
態
か
ら
若
干
の
移
動
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
た
め
、

こ
の
番
号
と
は
別
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
本
稿
で
は
以
下
、
リ
ス
ト
上
の
資
料
に
言
及

す
る
際
は
【　

】
内
に
通
し
番
号
を
記
載
す
る
。

　

そ
の
内
容
を
大
別
す
る
と
、
Ａ
．
畸
庵
自
身
が
書
い
た
詩
書
、
Ｂ
．
畸
庵
以
外
の
人
物

が
書
き
、
か
つ
畸
庵
自
身
が
収
集
し
た
と
み
ら
れ
る
詩
箋
、
画
箋
や
通
達
、
Ｃ
．
畸
庵
没

後
に
新
し
く
加
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
詩
書
や
書
簡
に
分
類
で
き
る
。
Ａ
は
表
装
す
る
前
の

状
態
の
詩
書
な
ど
で
、
印
章
を
押
し
て
い
な
い
未
完
成
の
作
品
も
含
ま
れ
る
。
Ｂ
に
は
主

に
畸
庵
へ
の
為
書
き
の
あ
る
詩
箋
や
畸
庵
と
同
時
代
の
文
化
人
た
ち
の
詩
箋
が
含
ま
れ

る
。
ま
た
宮
内
省
庶
務
課
が
畸
庵
に
宛
て
た
通
達
【
34
】（
図
１
）
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ

れ
は
先
述
の
《
青
緑
耶
馬
渓
真
景
図
》（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
の
献
上
に
関
わ
る
と

考
え
ら
れ
る
資
料
で
あ
る（

３
）。

こ
れ
ら
の
内
容
と
そ
の
伝
来
状
況
か
ら
、
本
資
料
は
、
畸
庵

自
身
が
若
年
か
ら
老
年
に
か
け
て
収
集
し
、
手
元
に
置
い
て
い
た
も
の
が
主
体
と
な
り
、

そ
の
没
後
、
伝
来
の
過
程
で
Ｃ
が
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

三
、
齋
藤
畸
庵
の
交
友
関
係

　

こ
こ
か
ら
は
主
に
Ｂ
の
「
畸
庵
以
外
の
人
物

が
書
き
、
か
つ
畸
庵
自
身
が
収
集
し
た
と
み
ら

れ
る
」
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
畸
庵
の

交
友
関
係
を
紹
介
し
た
い
。

 

（
１
）
讃
岐
・
淡
路
の
人
び
と
と
の
交
流

　

ま
ず
三
点
の
詩
箋
【
７
】（
図
２
）、【
９
】

（
図
３
）、【
18
】（
図
４
）
が
含
ま
れ
る
の
は
、

讃
岐
の
人
、
今
田
元
亮
（
～
一
八
四
〇
）
で
あ

る
。
田
面
村
（
現
香
川
県
さ
ぬ
き
市
大
川
町
）

の
庄
屋
・
多
田
家
に
生
ま
れ
、
医
学
を
志
し
て

長
崎
に
遊
歴
し
、
帰
郷
後
、
西
讃
の
垂
水
村
で

塩
田
業
、
酒
造
業
を
営
む
今
田
家
の
婿
養
子
と

な
っ
た
人
物
で
、
晩
年
の
文
芸
作
品
に
「
酔
聖

老
人
」
と
い
う
雅
号
を
用
い
た
。
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
頃
、
病
に
か
か
り
、
天
保
一
一

年
（
一
八
四
〇
）
に
没
し
た（

４
）。

　

三
点
の
元
亮
の
詩
箋
の
う
ち
【
18
】
に
は
天

保
九
年
（
一
八
三
八
、
畸
庵
三
四
歳
）
九
月
の

図 1　【34】宮内省庶務課達（明二十五日出頭されたきにつき）

図 2　【7】今田元亮 詩箋図 3　【9】今田元亮 詩箋図 4　【18】今田元亮 詩箋
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年
記
が
あ
り
、
ま
た
年
記
の
な
い
【
７
】、【
９
】
も
、
元
亮
の
没
年
を
考
え
る
と
、
同
じ

頃
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
【
７
】
や
【
９
】
の
詩
の
題
「
題
奇
菴
君
倣
十
竹
斎
群
花
図
」、「
題

奇
菴
君
百
花
図
」
か
ら
は
、
畸
庵
が
草
花
の
図
を
描
き
、
こ
れ
対
し
て
元
亮
が
詩
を
詠
ん

だ
こ
と
が
わ
か
る
。
長
崎
に
遊
学
し
た
経
験
を
持
つ
先
達
と
の
交
流
は
、
そ
の
後
の
畸
庵

の
九
州
遊
歴
に
際
し
て
有
力
な
情
報
を
も
た
ら

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
畸
庵
は
淡
路
の
人
び
と
と
も
交
流
し

た
。
河
野
杏
村
（
一
八
一
一
～
七
七
）
は
淡
路

の
生
ま
れ
で
名
を
逸
と
い
い
、
生
涯
の
大
半
は

淡
路
で
過
ご
し
た
が
、万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

に
は
大
阪
で
漢
学
塾
を
開
い
て
お
よ
そ
一
〇
年

に
わ
た
り
同
地
で
文
化
人
と
交
流

し
た
人
物
で
あ
る（

５
）。

　

杏
村
に
よ
る
【
25
】（
図
５
）、

【
63
】（
図
６
）
は
と
も
に
詩
の
題

に
「
奇
菴
」
と
記
さ
れ
る
た
め
、

畸
庵
が
四
〇
代
以
前
の
頃
の
作
と

み
ら
れ
る
。
【
63
】
の
「
以
自
凝

島
鹹
土
贈
但
馬
画
伯
齋
藤
奇
菴
君

附
以
此
詩
」
と
い
う
詩
の
題
に
よ

れ
ば
、
杏
村
は
日
本
神
話
に
お
い

て
神
々
が
最
初
に
作
っ
た
島
と
さ

れ
る
自
凝
島
の
鹹
土
（
淡
路
島
の

塩
分
を
含
ん
だ
土
か
）
に
こ
の
詩

を
添
え
て
畸
庵
に
贈
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

淡
路
の
人
と
し
て
は
、ほ
か
に
【
２
】（
図
７
）

を
書
い
た
橋
本
晩
翠
（
一
八
一
二
～
八
七
）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
洲
本
に
生
ま
れ
、同
地
の
儒
者
・

中
田
南
洋
に
学
び
、天
保
一
一
年
（
一
八
四
一
）

に
大
阪
に
移
っ
て
塾
を
開
い
た
人
物
で
、
安
政

三
年（
一
八
五
六
）に
は
徳
島
藩
の
儒
官
と
な
っ

た（
６
）。

　

と
こ
ろ
で
、
淡
路
で
の
畸
庵
の
活
動
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
作
品
と
し
て
《
稲
田

氏
西
荘
図
》（
個
人
蔵
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
奇
菴
」
と
号
す
る
時
期
の
作
品
で
、
淡
路

を
治
め
て
い
た
阿
波
藩
筆
頭
家
老
・
稲
田
氏
の
別
荘
（
の
ち
の
郷
学
・
益
習
館
）
で
催
さ

れ
た
宴
に
同
席
し
た
畸
庵
が
、
音
楽
と
酒
を
伴
う
宴
会
の
よ
う
す
を
画
と
詩
で
表
し
て
稲

田
翕
庵
（
一
五
代
当
主
植
誠
と
さ
れ
る
が
不
詳
）
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る（

７
）。

畸
庵
が
い
か

に
し
て
稲
田
氏
の
知
遇
を
得
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、【
２
】【
25
】【
63
】
は
、
こ
の

よ
う
な
淡
路
に
お
け
る
畸
庵
の
足
跡
に
さ
ら
な
る
広
が
り
を
与
え
る
資
料
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

 

（
２
）
佐
賀
の
人
び
と
と
の
交
流

　

畸
庵
は
、
嘉
永
六
～
安
政
五
年
（
一
八
五
三
～
五
八
、
畸
庵
四
九
～
五
四
歳
）
の
お
よ

そ
六
年
間
に
わ
た
り
九
州
各
地
を
渡
り
歩
い
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
佐
賀
を
訪
れ
た
時
期

は
、【
46
】（
図
８
）
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
【
46
‐
１
】
の
作
者
で
あ
る
萩
の
児
玉
真
準

に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
詩
の
題
に
「
戊
午
晩
春
佐
嘉
客
中
邂
逅
畸
庵
齋
藤
先

醒
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
佐
賀
滞
在
は
九
州
遊
歴
の
終
盤
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
三

月
頃
で
あ
る
。
な
お
【
46
】
は
二
人
分
の
詩
箋
を
横
並
び
に
貼
り
付
け
た
も
の
で
、
左
右

端
に
綴
じ
穴
が
並
ぶ
こ
と
か
ら
、
中
央
で
折
っ
て
冊
子
に
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら

図 5　【25】河野杏村 詩箋

図 6　【63】河野杏村 詩箋

図 7　【2】橋本晩翠 詩箋
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に
【
35
】【
45
】【
59
】【
60
】
は

こ
れ
と
同
様
の
形
態
で
各
詩
箋
お

よ
び
全
体
の
法
量
も
近
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
詩
箋
は
一
連
の
も

の
と
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
詩
箋
の
作
者
に
佐
賀
ゆ
か
り

の
人
び
と
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
そ

の
傍
証
と
な
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
【
60
‐
１
】（
図
９
）

の
作
者
・
大
園
梅
屋
（
～
一
八
六

五
）
は
名
を
惟
精
と
い
い
、
白
石

鍋
島
家
の
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
、

佐
賀
藩
の
儒
者
・
井
内
南
涯
に
学

ん
で
国
学
教
諭
に
抜
擢
さ
れ
佐
賀

に
移
っ
た
人
物
で
、
詩
を
能
く
し
た（

８
）。

ま
た
【
45
‐
１
】、【
60
‐
２
】
の
作
者
・
豊
島
篤

次
（
一
八
三
〇
～
九
七
）
は
信
濃
の
人
で
あ
る
が
、
幼
い
時
か
ら
学
問
を
好
み
、
片
眼
、

痘
瘡
の
痕
を
理
由
に
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
に
発
奮
し
て
二
二
歳
で
諸
国
に
遊
学
、
つ
い
に

九
州
に
至
り
肥
後
の
木
下
信
太
郎
、
肥
前
の
草
場
佩
川
の
も
と
で
学
ん
だ
と
い
う
経
歴
を

持
つ（

９
）。

【
60
‐
２
】
は
、「
栄
城
舎
館
邂
逅
畸
庵
先
生
因
賦
呈
」
と
い
う
題
に
よ
れ
ば
佐
賀

城
（
栄
城
）
の
城
下
で
畸
庵
に
出
会
っ
た
と
き
の
も
の
で
、
詩
の
内
容
は
、
旅
館
で
一
緒

に
な
っ
た
畸
庵
の
山
水
画
を
見
、そ
の
際
の
感
嘆
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た【
45
‐
１
】

は
「
題
画
」
と
あ
り
、
こ
の
畸
庵
の
山
水
画
に
題
し
た
詩
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
佐
賀
の
儒
学
者
・
草
場
佩
川
（
一
七
八
七
～
一
八
六
七
）
と
畸
庵
の
交
流
は
、
諸

文
献
に
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、【
52
】【
53
】
は
ま
さ
し
く
佩
川
と
畸
庵
の
間

に
直
接
的
な
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。
佩
川
は
佐
賀
藩
校
・
弘
道
館
で

古
賀
穀
堂
に
学
び
、
ま
た
長
崎
で
画
を
学
ん
だ
人
物
で
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
は

古
賀
精
里
の
随
員
と
し
て
対
馬
に
赴
き
朝
鮮
通
信
使
と
交
流
し
、天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

に
は
弘
道
館
の
教
職
に
就
任
し
て
人
材
を
育
成
す
る
か
た
わ
ら
、
八
一
歳
で
死
去
す
る
ま

で
膨
大
な
漢
詩
を
作
っ
た

（
（1
（

。
【
53
】（
図
10
）
は
佩
川
が
畸
庵
に
贈
っ
た
詩
で
あ
る
。
題
に

付
け
ら
れ
た
割
注
に
よ
る
と
、
佩
川
は
当
初
、
畸
庵
の
出
身
地
で
あ
る
但
馬
を
対
馬
と
聞

き
違
え
、
自
ら
も
赴
任
し
た
経
験
の
あ
る
対
馬
に
関
す
る
詩
を
詠
じ
た
が
、
こ
の
度
は
こ

の
勘
違
い
を
謝
罪
し
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
【
52
】（
図
11
）
に
よ
れ
ば
佩

川
は
好
生
館
に
て
畸
庵
を
も
て
な
し
た
よ
う
だ
。
好
生
館
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に

図 8　【46】詩箋（右が【46-1】児玉真準）

図 9　【60】詩箋（右が【60-1】大園梅屋、左が【60-2】豊島篤次）
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医
学
寮
が
改
称
さ
れ
て
成
立
し
た

佐
賀
藩
の
医
学
所
で
あ
る

（
（1
（

。
畸
庵

が
な
ぜ
医
学
所
で
も
て
な
さ
れ
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
に
触

れ
た
大
園
梅
屋
に
よ
れ
ば
、
次
に

挙
げ
る
河
野
鉄
兜
も
ま
た
好
生
館

に
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る

（
（1
（

。

 

（
３
）
播
磨
の
人
び
と
と
の
交
流

　

播
磨
の
人
び
と
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
河

野
鉄
兜
、
股
野
藍
田
に
関
す
る
資
料
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

河
野
鉄
兜
（
一
八
二
五
～
六
七
）
は
、
播
磨

国
揖
東
郡
網
干
町
（
現
姫
路
市
網
干
区
）
の
儒

医
の
家
に
生
ま
れ
、
の
ち
に
林
田
藩
校
敬
業
館

の
教
授
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
鉄
兜
の
ほ
か

秀
野
な
ど
と
号
し
た
。
畸
庵
の
西
游
に
先
立
つ

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
中
国
・
九
州
地
方

を
め
ぐ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
鉄
兜
が
佐
賀
で
交

流
し
た
人
び
と
の
な
か
に
は
、
草
場
佩
川
、
大

園
梅
屋
の
よ
う
に
佐
賀
で
畸
庵
に
詩
箋
を
贈
っ

た
人
物
も
含
ま
れ

（
（1
（

、
両
者
の
交
友
圏
の
重
な
り

が
注
目
さ
れ
る
。

　

鉄
兜
に
よ
る
【
31
】（
図
12
）
は
「
菊
花
宴
図
」

と
題
す
る
詩
で
あ
る
が
、こ
の
鉄
兜
の
詩
箋
に
、

畸
庵
が
五
〇
代
半
ば
頃
か
ら
七
〇
代
に
入
る
ま

で
使
用
し
た
印
「
白
賁
」（
朱
文
長
方
印
）（
図

13
）
が
押
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
を
考
え

る
う
え
で
興
味
深
い
。
ま
た
【
55
】（
図
14
）
は
、

畸
庵
に
よ
る
作
品
で
、
題
に
「
丙
寅
秋
八
月
病

中
懐
秀
野
先
生
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
兜
を

思
っ
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）、
畸
庵
六
二
歳
の
作
品

図 10　【53】草場佩川 詩箋

図 11　【52】草場佩川 詩箋

図 14　【55】齋藤畸庵 詩箋 図 12　【31】河野鉄兜 詩箋
図 13　印「白賁」
（【31】部分）
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だ
が
、
詩
の
内
容
は
三
〇
年
ほ
ど
前
に
京
都
で
鉄
兜
と
と
も
に
祇
園
の
月
を
見
、
長
楽
寺

の
鐘
を
聞
い
た
こ
と
を
病
の
床
で
振
り
返
っ
た
も
の
で
あ
る
。
鉄
兜
は
畸
庵
よ
り
も
二
〇

歳
年
下
で
あ
り
、
そ
の
年
齢
を
考
え
る
と
「
三
〇
年
前
」
に
は
修
辞
が
含
ま
れ
る
可
能
性

も
あ
る
が
、
畸
庵
が
三
〇
代
の
頃
、
両
者
の
交
流
が
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

次
に
龍
野
藩
出
身
の
股
野
藍
田
（
一
八
三
八
～
一
九
二
一
）
は
、
明
治
以
降
、
帝
室
博

物
館
総
長
、
宮
中
顧
問
官
な
ど
を
務
め
た
。
「
畸
庵
」
と
い
う
号
が
耳
の
病
に
由
来
す
る

と
述
べ
る
な
ど
、
畸
庵
の
耳
の
障
害
に
つ
い
て
証
言
を
残
し
て
い
る
点
で
も
重
要
な
人
物

で
あ
る

（
（1
（

。
【
66
】（
図
15
）
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
藍
田
が
畸
庵
に
贈
っ
た
詩
で
あ

る
。
藍
田
は
、
宮
内
大
輔
・
杉
孫
七
郎
と
と
も
に
、
畸
庵
が
宮
内
省
の
用
命
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
後
援
し
た
と
さ
れ
る
が

（
（1
（

、
両
者
の
交
際
が
、
畸
庵
が
東
京
に
移
住
す
る
明
治
八

年
（
一
八
七
五
）
以
前
に
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
畸
庵
の
東
京
行
き
の

動
機
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
が

（
（1
（

、
少
な
く
と
も
畸
庵
が
東
京
で
活
動
の
場
を
獲
得

し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
藍
田
の
よ
う
に
東
京
移
住
以
前
か
ら
の
交
友
関
係
も
ひ
と
つ

の
後
押
し
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 

（
４
）
京
都
の
人
び
と
と
の
関
係

　

先
に
河
野
鉄
兜
と
畸
庵
の
関
係
を
示
す
資
料

と
し
て
紹
介
し
た
【
55
】
は
、
京
都
で
友
人
と

過
ご
し
た
日
々
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ほ

か
に
も
畸
庵
と
京
都
の
関
わ
り
を
示
唆
す
る
資

料
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
畸
庵
へ
の
為
書

き
な
ど
は
な
い
た
め
、
畸
庵
と
の
直
接
的
な
交

流
の
証
と
は
必
ず
し
も
断
言
で
き
な
い
が
、
中

林
竹
洞
に
画
を
学
ん
だ
い
う
時
期
に
畸
庵
が
収

集
し
た
可
能
性
が
ま
ず
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
た
と
え
ば
【
12
】（
図
16
）、【
21
】（
図

17
）
の
山
田
梅
東
（
一
七
九
七
～
一
八
七
六
）、

【
27
】（
図
18
）
の
宮
原
節
菴
（
一
八
〇
六
～

八
五
）、【
26
】（
図
19
）
の
中
村
水
竹
の
よ
う
に
、

『
平
安
人
物
志
』
に
掲
載
さ
れ
る
人
物
な
ど
に

よ
る
詩
箋
が
挙
げ
ら
れ
る
。

図 15　【66】股野藍田 マクリ

図 16　【12】山田梅東 詩箋図 17　【21】山田梅東 詩箋

（右）図 18　【27】宮原節菴 詩箋

（左）図 19　【26】中村水竹 詩箋
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お
わ
り
に

　

以
上
、
城
崎
文
芸
館
が
所
蔵
す
る
齋
藤
畸
庵
関
係
資
料
か
ら
判
明
す
る
畸
庵
の
交
友
関

係
を
見
て
き
た
。
畸
庵
の
三
〇
代
頃
か
ら
晩
年
ま
で
の
長
い
期
間
に
渡
り
、
ま
た
四
国
や

九
州
な
ど
広
い
地
域
に
ま
た
が
っ
て
畸
庵
の
活
動
を
伝
え
る
資
料
群
で
あ
る
点
は
、
画
家

本
人
が
手
元
に
置
い
て
い
た
資
料
な
ら
で
は
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

 

ま
た
作
者
の
特
定
に
至
ら
ず
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
な
い
資
料
の
な
か
に
も
、
畸
庵
の
帰

郷
を
見
送
る
詩
【
43
】
や
、
詩
画
の
礼
に
贈
ら
れ
た
詩
【
51
】、
畸
庵
に
山
水
画
を
求
め

る
詩
【
64
】
な
ど
、
畸
庵
と
周
囲
の
人
び
と
と
の
友
好
関
係
を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
は
、
幼
く
し
て
耳
を
病
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け

で
詩
や
画
に
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
ら
れ
る
畸
庵
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た
言
説

か
ら
連
想
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
や
や
異
な
る
姿—

旅
先
で
出
会
っ
た
人
び
と
と
詩
や
画

を
介
し
て
積
極
的
に
親
交
を
深
め
る
よ
う
す—

が
浮
か
び
上
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
齋
藤
畸
庵
に
関
連
す
る
資
料
は
依
然
と
し
て
各
地
に
存
在
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。
今
後
も
彼
の
書
簡
や
交
流
し
た
人
び
と
の
証
言
等
を
広
く
探
し
求
め
、
作
品
と
資

料
の
双
方
の
視
点
か
ら
、
齋
藤
畸
庵
の
人
と
芸
術
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

（
１�

）
結
城
素
明
「
隠
れ
た
る
明
治
初
年
の
文
人
画
家　

齋
藤
畸
庵
の
事
ど
も
」（『
塔
影
』
一
〇
（
二
）、

一
九
三
四
年
）
に
述
べ
ら
れ
る
。
た
だ
し
結
城
素
明
『
東
京
美
術
家
墓
所
誌
』（
一
九
三
六
年
）

に
記
さ
れ
る
区
画
に
は
、
令
和
四
年
現
在
、
畸
庵
の
墓
石
は
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
っ
た
。

（
２�

）
結
城
蓄
堂 

(

琢) 

編
『
但
馬
城
崎
温
泉
案
内
記
』（
城
崎
温
泉
事
務
所
、
一
九
〇
五
年
）、
櫻

井
兒
山
「
齋
藤
畸
菴
傳
」（『
筆
之
友
』
一
五
五
、
書
道
奨
励
協
会
、
一
九
一
三
年
）
等
。

（
３�

）
詳
し
く
は
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
『
齋
藤
畸
庵
―
城
崎
の
画
家
が
夢
見
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
』

展
覧
会
図
録
（
二
〇
二
四
年
）
作
品
解
説
（
出
品
番
号
八
一
）
に
記
し
た
。

（
４�

）
大
川
町
史
編
集
委
員
会
編
『
大
川
町
史
』
一
九
七
八
年

（
５�

）
多
治
比
郁
夫
「
大
阪
居
住
時
代
の
河
野
杏
村
」『
大
阪
史
談
』
復
刊
第
八
冊
、
一
九
六
六
年

（
６
）
徳
島
の
百
人
編
集
委
員
会
編
『
徳
島
の
百
人
』
一
九
六
八
年

（
７�

）
新
見
貫
次
「
益
習
館
の
焼
失
と
事
変
直
後
の
洲
本
」
阿
波
郷
土
会
『
庚
午
事
変
と
そ
の
前
後
』

一
九
六
一
年

（
８�

）
中
島
吉
郎
『
佐
賀
先
哲
叢
話
』
一
九
〇
二
年
。
な
お
同
著
、
水
町
義
夫
訳
『
佐
賀
先
哲
叢
話
』

（
一
九
一
三
年
）
お
よ
び
同
著
、太
田
保
一
郎
訳
『
佐
賀
先
哲
叢
話
』（
一
九
四
一
年
）
も
参
照
し
た
。

（
９�

）
福
岡
県
八
女
郡
編
『
稿
本
八
女
郡
史
』
一
九
一
七
年
（
鶴
久
二
郎
編
『
稿
本
八
女
郡
史　

増
補
』

一
九
七
二
年
再
刊
）

（
10�

）
佐
賀
県
立
博
物
館
・
多
久
市
教
育
委
員
会
『
没
後
一
五
〇
年　

草
場
佩
川　

鬼
才
の
遺
産
』

展
覧
会
図
録
、
二
〇
一
七
年

（
11�
）
た
だ
し
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
設
立
さ
れ
た
佐
賀
藩
の
医
学
寮
が
「
好
生
館
」
と
改

称
さ
れ
た
の
は
、「
好
生
館
史
：
創
立
六
十
周
年
記
念
誌
」（
一
九
五
五
年
発
行
、『
社
会
福

祉
施
設
史
資
料
集
成
七
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
）
所
収
）
に
よ
れ
ば
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
一
二
月
二
六
日
で
あ
る
。
畸
庵
が
佐
賀
で
【
46
】
等
の
詩
箋
を
得
た
の
は
こ
れ

を
遡
る
同
年
三
月
頃
と
み
ら
れ
る
た
め
、
佩
川
訪
問
の
み
時
期
が
異
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
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（
12�
）
河
野
鉄
兜
著
、
河
野
天
瑞
編
『
鉄
兜
遺
稿
附
録
』（
一
八
九
九
年
）
に
大
園
梅
屋
の
詩
が
掲

載
さ
れ
る
。
そ
の
題
に
「
林
田
越
知
君
夢
吉
。
拉
令
弟
東
馬
君
。
過
我
藩
云
。
将
遊
長
崎
。
邀

之
好
生
館
。
吟
酌
終
夕
。
東
馬
君
有
詩
。
次
韻
賦
呈
。
」
と
あ
り
、
長
崎
に
行
く
道
中
の
鉄
兜

が
好
生
館
に
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
13�
）
田
村
祐
之
「
河
野
鉄
兜
の
四
国
・
中
国
旅
行
の
旅
程
に
つ
い
て
―
そ
の
再
構
成
の
試
み
―
」『
姫

路
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
二
七
、二
〇
一
四
年

（
14�

）
股
野
藍
田
『
邀
月
楼
存
稿
』（
一
九
一
九
年
）
巻
一
所
載
の
詩
の
題
に
「
画
師
病
聾
。
因
号

畸
庵
云
。
」
と
あ
る
。

（
15
）
前
掲
註
１
論
文

（
16�

）
畸
庵
の
東
京
移
住
に
つ
い
て
は
、
長
男
・
哲
太
郎
の
東
京
師
範
学
校
入
学
も
一
因
と
な
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
前
掲
註
３
展
覧
会
図
録
、
八
六
頁
。

謝
辞

齋
藤
畸
庵
関
係
資
料
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
伊
勢
屋
旅
館
の
ご
子
孫
の
皆
さ
ま
は
じ
め
、
城
崎

温
泉
観
光
協
会
の
三
好
守
様
、
城
崎
文
芸
館
の
職
員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
【
55
】
お
よ
び
【
66
】
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
企
画
展
「
齋
藤
畸
庵
」
開
催
に
あ
た
り
、
帝
塚

山
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
福
島
理
子
先
生
よ
り
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

な
お
本
研
究
は
、
公
益
財
団
法
人
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
の
助
成
事
業
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。
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旧
分
類
 通

番
筆
者

落
款

印
章

内
容

材
質

法
量

年
代

備
考

①
1

1
木
下
伍
郎

な
し

島
田
大
人
宛
書
簡

紙
本
墨
書

17.5×
157.3

昭
和
5年

(1930)7月
9日

②
1

2
橋
本
晩
翠

晩
翠

「
孝
之
印
」

七
言
絶
句

紙
本
墨
書

13.0×
12.5

橋
本
晩
翠
(1812－

87)：
洲
本
生
ま
れ
。
名
は
惟
孝
。
洲
本
で
中
田
南
洋
に
学
び
、
天
保
11

年
(1841)に

は
大
坂
で
塾
を
開
く
。
の
ち
徳
島
藩
儒
官
と
な
る
。

2
3

蘭
奇

「
龍
眞
」

福
寿
草
図

紙
本
墨
画

12.8×
12.5

3
4

春
湖

「
聊
以
自
娯
」

雀
図

紙
本
墨
画

13.3×
12.5

4
5

東
■

「
茅
海
」

蘭
図

紙
本
墨
画

12.1×
12.4

5
6

蘆
水

「
芝
 水

氏
」

菊
図

絹
本
墨
画

7.7×
7.5

6
7

今
田
元
亮

酔
聖
老
人

「
元
亮
」

七
言
絶
句
「
題
奇
菴
君
倣
十
竹
斎
群
花
図
」

紙
本
墨
書

12.7×
12.6

今
田
元
亮
(
ー

1840)：
讃
岐
の
人
。
晩
年
、
酔
聖
老
人
と
号
す
。

7
8

青
邨

「
廣
範
」「

■
」

五
言
絶
句

紙
本
墨
書

27.0×
14.8

8
9

今
田
元
亮

酔
聖
老
人

「
元
亮
」

七
言
絶
句
「
題
奇
菴
君
百
花
図
」

紙
本
墨
書

13.2×
12.5

今
田
元
亮
：
既
出
。

9
10

■
■
■

「
■
■
」

墨
竹
図

紙
本
墨
画

12.6×
12.5

10
11

鳥
羽
晩
影

「
■
■
」

田
植
え
図

紙
本
墨
画

11.4×
9.8

11
12

山
田
梅
東

楳
東
野
老

「
某
東
」「

■
■
敬
直
」

五
言
絶
句

絹
本
墨
書

13.6×
13.5

山
田
梅
東
(1797－

1876)：
山
城
の
人
。
名
は
敬
直
、
字
は
其
正
。
梅
東
な
ど
と
号
す
。
詩
人
、

文
人
、
儒
家
と
し
て
『
平
安
人
物
志
』
(文

政
5、

13、
天
保
9、

嘉
永
5、

慶
応
3年

版
)に

掲
載
さ
れ
る
。

12
13

梅
山
人

「
厚
友
」

梅
に
蝶
図

紙
本
淡
彩

12.9×
12.5

13
14

桃
林
生

「
桃
林
」

七
言
絶
句

紙
本
墨
書

12.4×
12.3

14
15

静
■

「
■
■
■
■
」

（
判
読
不
能
）

七
言
絶
句

紙
本
墨
書

12.3×
12.5

15
16

老
諷
漁
僲

「
山
色
光
水
」

七
言
絶
句
「
達
磨
」

紙
本
墨
書

16.5×
11.0

16
17

■
■

「
謙
堂
」

七
言
絶
句

紙
本
墨
書

12.4×
12.4

17
18

今
田
元
亮

酔
聖
老
人

な
し

七
言
絶
句
「
天
保
戊
戌
秋
九
月
贈
奇
菴
君
」

紙
本
墨
書

12.4×
12.3

天
保
9年

(1838)9月
今
田
元
亮
：
既
出
。

18
19

厡
燕

「
燕
印
」

五
言
絶
句

紙
本
墨
書

13.4×
12.3

19
20

縑
洲
幾

「
機
 子

深
」

七
言
絶
句

紙
本
墨
書

12.9×
12.1

20
21

山
田
梅
東

楳
東
野
老

「
某
東
」「

■
■
」「

其
正
」

五
言
絶
句

絹
本
墨
書

13.7×
13.3

山
田
梅
東
：
既
出
。

21
22

大
橋
綽
堂

綽
堂
橋
貞
裕

「
■
晋
」

七
言
絶
句
「
咏
竹
」

紙
本
墨
書

13.4×
12.4

大
橋
綽
堂
(－

1878)：
名
古
屋
の
人
。
名
は
貞
裕
、綽

堂
と
号
す
。
天
保
12年

(1841)京
都
へ
出
、

医
を
学
ぶ
。
慶
応
元
年
(1865)名

古
屋
に
帰
る
。

城
崎
文
芸
館
所
蔵
 齋

藤
畸
庵
関
係
資
料
一
覧
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22
23

理
「
條
」「

理
」

七
言
絶
句

紙
本
墨
書

13.3×
12.7

23
24

巨
溪
林
道

「
榘
」「

谿
」

七
言
絶
句
「
花
陰
小
酌
」

紙
本
墨
書

12.6×
13.1

24
25

河
野
杏
村

杏
村

「
杏
村
」「

■
」

「
逸
」

七
言
絶
句
「
同
奇
菴
兄
遊
地
■
寸
」

紙
本
墨
書

12.9×
12.5

河
野
杏
村
(1811－

77)：
淡
路
生
ま
れ
。
名
は
逸
と
い
い
、
杏
村
、
杏
翁
な
ど
と
号
し
た
。

万
延
元
年
(1860)大

阪
で
漢
学
塾
を
開
き
文
化
人
と
交
流
し
た
。

25
26

中
村
水
竹

水
竹

「
元
祥
」「

爾
祥
」

五
言
絶
句

絹
本
墨
書

18.0×
4.0

中
村
水
竹
(1806－

69)：
京
都
の
人
。
名
は
元
祥
、
字
は
爾
祥
、
水
竹
な
ど
と
号
す
。
篆
刻

家
と
し
て
『
平
安
人
物
誌
』
(嘉

永
5、

慶
応
3年

版
)に

掲
載
さ
れ
る
。

26
27

宮
原
節
菴

節
菴
学
人
龍

（
判
読
不
能
）

七
言
一
句

絹
本
墨
書

19.1×
4.1

宮
原
節
菴
(1806－

85)：
尾
道
の
豪
商
渡
橋
家
に
生
ま
れ
る
。
名
は
龍
、
字
は
士
淵
、
節
庵

と
号
し
た
。
頼
山
陽
に
師
事
し
、
の
ち
昌
平
黌
に
学
び
、
天
保
12年

(1841)京
都
に
塾
を
開
く
。

儒
家
、
詩
人
と
し
て
『
平
安
人
物
志
』
(嘉

永
5、

慶
応
3年

版
)に

掲
載
さ
れ
る
。

27
28

東
畊

「
学
印
」「

子
習
」

五
言
絶
句
「
漁
夫
」

紙
本
墨
書

13.2×
13.0

28
29

湘
江

「
桑
原
得
印
」

「
■
甫
」

竹
画
賛

紙
本
墨
画
淡

彩
12.3×

12.6

29
30

な
し

「
■
■
」

山
水
図

紙
本
墨
画

12.6×
12.1

30
31

河
野
鉄
兜

鉄
兜
熊

「
白
賁
」「

越
羆
」「

鉄
兜
」

五
言
絶
句
「
菊
花
宴
図
」

紙
本
墨
書

20.3×
16.0

河
野
哲
兜
(1825－

67)：
網
干
の
儒
医
の
家
に
生
ま
れ
る
。
名
は
維
羆
、
字
は
夢
吉
、
鉄
兜
、

秀
野
な
ど
と
号
す
。
林
田
藩
校
敬
業
館
の
教
授
と
な
る
。

31
32

な
し

「
■
溪
」

七
言
絶
句
「
過
石
州
弾
琴
濱
」

紙
本
墨
書

22.3×
23.6

32
33

大
橋
綽
堂

綽
堂

「
貞
裕
」

五
言
絶
句
「
題
画
」

紙
本
墨
書

13.3×
12.4

大
橋
綽
堂
：
既
出
。

③

1
34

1
宮
内
省
庶
務
課

宮
内
省
庶
務
課

な
し

宮
内
省
庶
務
課
達
(明

二
十
五
日
出
頭
さ
れ
た
き
に

つ
き
)お

よ
び
封
筒

紙
本
墨
書

達
17.7×

41.9 
封
筒
21.8×

15.5
明
治
13年

(1880)4月
24日

通
達
、
封
筒
、
新
聞
か
ら
の
抜
き
書
き
の
３
点
が
台
紙
に
貼
り
付
け
。
台
紙
の
法
量
は
40.6

×
52.9。

2
東
京
日
日
新
聞
明
治
13年

4月
30日

雑
報
の
抜
き
書

き
紙
本
墨
書

15.6×
36.5

抜
き
書
き
は
、山

田
東
洲
（
不
詳
）
の
父
が
東
京
日
日
新
聞
4月

30日
雑
報
か
ら
抜
粋
し
た
記
事
。

2
35

金
岡
蔚

「
福
■
■
」「

子
■
」

七
言
律
詩
「
上
巳
采
艾
」

紙
本
墨
書

25.8×
18.0

法
量
は
本
紙
。
全
体
26.6×

38.3。
綴
じ
穴
あ
り
。

3
36

長
■

「
長
堅
之
印
」

書
「
乾
々
斎
」

紙
本
墨
書

23.5×
56.2

4
37

中
井
董
堂

董
堂
敬
義

「
敬
義
伯
直
」

七
言
二
句

紙
本
墨
書

100.5×
29.3

中
井
董
堂
(1858－

21)：
江
戸
後
期
の
書
家
。
字
は
伯
直
、
董
堂
な
ど
と
号
し
た
。

④
1

38
齋
藤
畸
庵

畸
庵
仲
淳

な
し

七
言
律
詩
「
新
平
原
」

紙
本
墨
書

129.0×
60.1

2
39

齋
藤
畸
庵

畸
庵
居
士

な
し

七
言
律
詩
「
新
平
原
」

紙
本
墨
書

127.9×
56.5

3
40

齋
藤
畸
庵

畸
庵
仲
淳

な
し

七
言
律
詩
「
緑
陰
」

紙
本
墨
書

131.4×
60.4

⑤
1

41
水
野
鐵
鳴

鐵
鳴
学
人

「
鉄
鳴
」

七
言
絶
句
「
浪
華
城
懐
古
」

紙
本
墨
書

26.5×
18.2

水
野
鐵
鳴
：
東
京
の
人
。 

な
お
詩
は
『
秘
笈
詩
歌
』
(『

水
戸
藩
関
係
文
書
 第

1』
収
録
)所

載
の
「
浪
華
懐
古
」。

2
42

中
澤
雪
城

雪
城
居
士
澤
俊

卿
「
俊
卿
」

七
言
律
詩

紙
本
墨
書

22.9×
24.0

天
保
15年

(1844)12月

中
澤
雪
城
(1810－

66)：
越
後
長
岡
に
生
ま
れ
る
。
書
家
。
名
は
俊
卿
。
天
保
7年

(1836)に
江
戸
へ
出
て
巻
菱
湖
に
書
を
学
ぶ
。 

台
紙
貼
り
付
け
。
台
紙
は
24.3×

26.7。

3
43

鐘
川
多
田
宣

「
正
■
」（

判
読
不
能
）

七
言
絶
句
「
送
畸
菴
君
帰
郷
二
首
」

紙
本
墨
書

29.9×
30.5

4
44

水
石
璨

「
■
■
孚
■
已

記
」

七
言
絶
句
「
午
夢
」

紙
本
墨
書

27.5×
29.6
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5
45

1
豊
島
篤
次

豊
島
篤

な
し

七
言
絶
句
「
題
画
」

紙
本
墨
書

25.9×
17.7

豊
島
篤
次
(1830－

97)：
信
濃
の
人
。
22歳

で
諸
国
に
遊
学
、
九
州
で
草
場
佩
川
に
学
ぶ
。 

法
量
は
各
本
紙
。
全
体
26.6×

39.2。
綴
じ
穴
あ
り
。

2
吉
田
蕉
右

な
し

七
言
絶
句
「
録
旧
製
」

紙
本
墨
書

25.5×
17.6

6
46

1
萩
城
剣
客
児
玉

真
準

「
眞
■
」

七
言
律
詩
「
戊
午
晩
春
佐
嘉
客
中
邂
逅
畸
庵
齋
藤
先

醒
出
淇
影
湘
香
室
略
稿
被
亦
戯
記
一
律
以
報
覆
瓶
之

具
并
弓
喚
正
」

紙
本
墨
書

24.9×
17.8

安
政
5年

(1858)3月
法
量
は
各
本
紙
。
全
体
26.6×

39.1。
綴
じ
穴
あ
り
。

2
哲
斎

な
し

七
言
絶
句
「
■
■
春
閑
興
應
畸
□
□
（
損
傷
）
生
需
」

紙
本
墨
書

25.7×
17.0

7
47

水
野
鐵
鳴

鐵
鳴
水
龍

「
鉄
鳴
」

菅
原
道
真
遺
愛
の
梅
の
画
を
画
家
た
ち
に
求
め
る
刷

り
物

紙
本
彩
色
摺

29.8×
33.0

文
久
3年

(1863)
頃

水
野
鐵
鳴
：
既
出
。 

鐵
鳴
の
詩
に
「
文
久
癸
亥
歳
孟
春
」
と
あ
り
。

8
48

尼
碕
光
謙

「
釋
光
謙
印
」

七
言
律
詩
「
贈
北
郭
秀
才
」

紙
本
墨
書

29.9×
33.0

9
49

天
章

「
天
章
」

七
言
律
詩
「
偶
作
」

紙
本
墨
書

22.5×
27.0

10
50

麗
澤

「
成
■
」「

忠
肝
義
膽
」

五
言
排
律
詩
「
雑
感
奉
贈
畸
菴
齋
君
處
厚
」

紙
本
墨
書

25.7×
29.8

⑥
1

51
長
尾
鳳
翔
ヵ

鳳
翔

な
し

五
言
排
律
詩
「
邂
逅
畸
庵
君
々
恵
詩
及
画
竹
余
乃
次

其
高
韻
以
詠
」

紙
本
墨
書

25.6×
18.3

長
尾
鳳
翔
：
佐
賀
藩
儒
・
長
尾
東
郭
の
孫
。 

法
量
は
本
紙
。
全
体
26.7×

39.4。
綴
じ
穴
あ
り
。

2
52

草
場
佩
川

佩
川
韡

「
漁
樵
家
風
」

七
言
絶
句
「
好
生
館
北
蘭
遇
畸
庵
翁
呈
贈
」

紙
本
墨
書

30.5×
47.2

草
場
佩
川
(1787－

1867)：
肥
前
多
久
領
主
多
久
家
の
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
る
。
名
は
韡
、

佩
川
と
号
す
。
佐
賀
藩
校
・
弘
道
館
教
授
。

3
53

草
場
佩
川

草
場
韡

「
珮
川
」

七
言
律
詩
「
次
但
馬
齋
藤
君
畸
庵
見
似
詩
韻
却
寄
」

紙
本
墨
書

30.8×
43.5

草
場
佩
川
：
既
出
。

4
54

齋
藤
畸
庵

畸
庵
逸
人

「
仲
淳
弌
號
息

軒
」「

早
知
不

入
時
人
眼
」

七
言
二
句

紙
本
墨
書

35.1×
61.9

5
55

齋
藤
畸
庵

畸
庵
齋
藤
淳

「
仲
醇
之
印
」

「
畸
庵
」

七
言
律
詩
「
丙
寅
秋
八
月
病
中
懐
秀
野
先
生
次
其
見

書
貽
京
寓
韻
奉
却
呈
并
乞
大
正
」

紙
本
墨
書

18.9×
44.2

慶
應
2年

（
1866）

6
56

蓼
涯

「
■
■
■
■
」

七
言
俳
律
詩
「
春
日
臥
病
」

紙
本
墨
書

17.5×
40.5

7
57

志
隠

「
島
鼈
」「

千
里
」

七
言
絶
句
「
壬
戌
閏
八
月
念
夜
畸
葊
齋
藤
子
来
訪
見

不
清
絶
二
篇
僉
卒
和
答
」

紙
本
墨
書

20.9×
9.9

文
久
2年

（
1862）

8月

8
58

源
鴛
ヵ

「
源
秀
信
印
」

「
字
世
叔
」

七
言
排
律
詩
「
次
畸
菴
老
兄
西
遊
篇
雪
韵
以
呈
并
乞

正
」

紙
本
墨
書

24.8×
56.4

9
59

1
武
富
圯
南
ヵ

梧
栖
道
人

「
定
保
印
信
」

「
字
元
謨
ヵ
」

七
言
絶
句
「
録
舊
製
」

紙
本
墨
書

25.3×
17.4

武
富
圯
南
(1808－

75)：
名
は
定
保
、
字
は
元
謨
、
碧
梧
楼
圯
南
な
ど
と
号
す
。
弘
道
館
で

教
鞭
を
執
っ
た
。 

法
量
は
各
本
紙
。
全
体
26.6×

39.5。
綴
じ
穴
あ
り
。

2
確
雲
傑

「
局
傑
」「

■
■
」

七
言
絶
句

紙
本
墨
書

25.7×
17.8

10
60

1
大
園
梅
屋

大
園
惟
精

「
惟
精
」「

号
梅
屋
」

七
言
律
詩
「
題
清
明
上
河
画
巻
」

紙
本
墨
書

26.1×
18.3

大
園
梅
屋
(－

1865)：
佐
賀
の
白
石
鍋
島
家
の
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
る
。
名
は
惟
精
。 

豊
島
篤
次
：
既
出
。 

法
量
は
各
本
紙
。
全
体
26.6×

38.9。
綴
じ
穴
あ
り
。

2
豊
島
篤
次

豊
島
篤

な
し

七
言
排
律
詩
「
栄
城
舎
館
邂
逅
畸
庵
先
生
因
賦
呈
」

紙
本
墨
書

25.9×
18.3

⑦
1

61
鳳
翁

「
信
義
子
節
」

七
言
絶
句
「
豊
岡
舟
中
」

紙
本
墨
書

31.4×
38.9

⑧
1

62
齋
藤
畸
庵

畸
庵
居
士

な
し

七
言
律
詩
「
梅
花
十
八
律
之
一
」

紙
本
墨
書

129.1×
38.9
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2
63

河
野
杏
村

淡
路
河
野
逸

「
杏
邨
」

七
言
俳
律
詩
「
以
自
凝
島
鹹
土

贈
但
馬
画
伯
齋
藤
奇
菴
君
附
以

此
詩
」

紙
本
墨
書

31.5×
45.6

河
野
杏
村
：
既
出
。

3
64

麗
澤
松
修

「
成
■
」

七
言
排
律
詩
「
贈
畸
菴
齋
藤
君

求
山
水
畫
」

紙
本
墨
書

25.7×
50.4

4
65

間
鳳
田
■

「
六
合
斎
」「

國
華
氏
」

七
言
絶
句
「
奇
庵
画
伯
見
来
訪

忽
々
夜
帰
舊
里
賦
之
呈
焉
」、

五
言
律
詩
「
同
前
和
瑤
韻
」

紙
本
墨
書

31.3×
34.5

法
量
は
本
紙
。
台
紙
33.4×

37.3。

5
66

股
野
藍
田

藍
田
股
野
琢

「
号
藍
田
」「

■
琢
子
玉
」

七
言
絶
句
「
庚
子
仲
夏
寄
贈
畸

庵
老
画
史
詩
粲
并
政
之
」

紙
本
墨
書

114.5×
32.1

明
治
3年

（
1870）

股
野
藍
田
(1838－

1921)：
龍
野
藩
儒
の
家
に
生
ま
れ
る
。
名
は
琢
、字

は
子
玉
、藍

田
と
号
す
。

明
治
以
降
、
帝
室
博
物
館
総
長
、
宮
中
顧
問
官
な
ど
を
務
め
た
。

⑨
1

67
方
■
居
士

「
■
陀
■
■
」

社
図

紙
本
墨
画
淡
彩

132.5×
31.7

昭
和
7年

（
1932）

春

⑩
1

68
西
野
入
曲
川

八
十
三
翁
曲
川
六
書

学
士
西
公
謙

「
貞
保
苗
裔
」

書
「
仁
者
寿
」

紙
本
墨
書

35.0×
68.1

西
野
入
曲
川
(1836－

1919)：
信
濃
の
北
佐
久
郡
の
西
野
入
家
に
生
ま
れ
る
。
曲
川
、
六
書

学
士
な
ど
と
号
す
。
書
家
。

2
69

乗
如

南
山
前
寺
務
七
十
三

老
丹
崕

「
南
山
沙
門
」「

乗
如
之

印
」

五
言
律
詩
「
應
齋
藤
氏
雲
録
舊

製
以
寄
」

紙
本
墨
書

134.5×
30.1

乗
如
(1759－

1835)：
高
野
山
金
剛
峯
寺
第
358世

座
主
。
丹
崕
と
号
し
た
。

3
70

な
し

「
大
阿
闍
梨
」「

信
壬
印
」

天
神
名
号

紙
本
墨
書

130.0×
29.9

4
71

亀
十
老
人

「
■
■
■
■
」「

亀
十
庵
」

七
言
絶
句
「
庚
午
春
初
之
作
」

紙
本
墨
書

138.5×
31.4

5
72

齋
藤
畸
庵

畸
庵
陳
人
淳

「
仲
淳
弌
号
息
軒
」「

号
畸
菴
」

七
言
律
詩
「
韓
文
公
踰
藍
関
図
」

紙
本
墨
書

111.0×
30.4

6
73

齋
藤
畸
庵

畸
庵
陳
人

「
仲
淳
弌
号
息
軒
」「

早
知
不
入
時
人
眼
」

七
言
律
詩
二
首
「
秋
柳
五
首
之

二
」

紙
本
墨
書

110.0×
30.8

7
74

齋
藤
畸
庵

畸
庵
山
人

「
仲
淳
弌
号
息
軒
」「

早
知
不
入
時
人
眼
」

七
言
律
詩
「
梅
花
十
八
律
之
一
」

紙
本
墨
書

109.0×
30.8

8
75

含
章
子

「
容
軒
」「

稲
■
」

書
「
寂
亭
」

紙
本
墨
書

29.4×
54.9

⑪
1

76
碓
氷
欣
栄

な
し

俳
句
拓
本

紙
本
墨
摺

96.5×
45.4

⑫
1

77
な
し

「
東
寺
執
行
之
印
」

天
延
二
年
二
月
勅
誼
拓
本
（
羅

生
門
変
化
退
治
）

紙
本
墨
摺

45.9×
62.8


